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表１

口
腔
が
ん
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

―
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
と
治
療
の
進
歩
―

桐
田
忠
明
氏
（
奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
学
講
座
教
授
）

７
月
度
生
涯
研
修
抄
録

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円

定
員　

80
人

持
参
物　

 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止

対
策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

【
会
員
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

７
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

桐
田
忠
昭
氏

　
　
　

（
奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
学
講
座
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

口
腔
が
ん
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
―
早
期
発
見
の
ポ

イ
ン
ト
と
治
療
の
進
歩

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
・
５
階
会
議
室

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

定
員　

20
人

明
日
か
ら
す
ぐ
に
活
か
せ
る
「
医
療
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

７
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）
、
保
険
医

会
館

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
学
術
講
師
団

会
費　

助
手
編　

７
千
円　
　

衛
生
士
編　

８
千
円

定
員　

助
手
編　

60
人　
　

衛
生
士
編　

35
人

　
　
　

衛
生
士
編
は
１
医
院
２
人
ま
で

※
昼
食
は
各
自
で
と
っ
て
く
だ
さ
い
（
会
費
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
）

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

無料相談

法
律　

７
月
３
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

７
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

７
月
20
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

女性が生涯にわたって働きやすい環境を整備するためにどのよう
な対策が必要だと思うか

• 本人の働き方にフレキシブルな対応ができる医院や、保育所や
学童の充実。女性が就労できる環境や同様な女性や、あらゆる
年代の女性が勤務できるような雇用形態。

• 男女平等のワークシェアリング（妊娠時は除く）

• 男女を問わず、各職場において、人員配置に余裕があることが
必要。余裕のある人員にするためには、それだけの経営収入が
得られる環境が必要。医療現場においては十分な保険点数。

• 保育制度、育児による時短就労

• 職場全体で助け合う雰囲気づくり、急に人員欠如する場合でも
サポートし合える関係。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

が
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

は
全
て
の
疾
患
の
治
療
の
原

則
あ
り
、
口
腔
癌
は
視
診
、

触
診
が
容
易
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
未
だ
進
行
癌
と

し
て
初
め
て
見
つ
か
る
場
合

も
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
講
演
で
は
、
日
頃
臨
床

の
最
前
線
に
お
ら
れ
る
先
生

方
に
、
口
腔
が
ん
を
見
逃
さ

な
い
た
め
の
注
意
点
や
配
慮

す
べ
き
点
、
ま
た
最
近
の
口

腔
癌
に
対
す
る
治
療
法
の
進

歩
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

お
示
し
し
た
い
と
思
う
。

（
詳
細
は
行
事
案
内
を
参
照
）

　

女
性
歯
科
医
師
の
会
が
４

月
に
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
女
性
会
員
の
働
き

方
や
協
会
に
対
す
る
要
望
を

聞
く
な
ど
し
、
紙
面
に
て
詳

報
し
て
き
た
（
５
／
25
、
６

／
５
号
参
照
）
。

　

現
在
、
女
性
歯
科
医
師
の

割
合
は
４
人
に
一
人
、
歯
学

部
で
は
２
人
に
一
人
が
女
性

と
な
っ
て
お
り
増
加
傾
向
が

顕
著
で
あ
る
。
女
性
の
働
き

方
の
実
態
で
は
一
般
に
も
様

々
調
査
が
行
わ
れ
、
近
年
労

働
分
野
で
の
法
整
備
も
急
速

に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
方

で
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
（
２
０
２
２
年

１
４
６
カ
国
中
１
１
６
位
）

に
示
さ
れ
る
通
り
、
職
場
に

お
け
る
格
差
の
解
消
は
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
現
状

だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
女
性
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ

と
思
う
か
」
に
対
し
て
は
、

表
１
に
示
す
意
見
が
主
に
挙

げ
ら
れ
た
。
医
療
機
関
に
お

い
て
は
人
員
体
制
を
保
障
す

る
診
療
報
酬
体
系
が
必
要
と

の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
個
々
の
経
営
努
力
で
は

立
ち
行
か
な
い
現
状
も
反
映

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

女
医
の
会
に
対
す
る
要
望

で
は
、「
女
性
だ
か
ら
と
一

括
り
に
さ
れ
る
の
も
少
し
抵

抗
が
あ
る
」
と
の
率
直
な
意

見
も
見
ら
れ
た
。
多
様
性
社

会
に
お
い
て
組
織
の
あ
る
べ

き
姿
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範

に
と
ら
わ
れ
ず
広
く
問
題
意

識
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
組
織
に
お
い
て
求
め

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

ご
意
見
を
今
後
の
運
営
に

役
立
て
た
い
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
的
な
機
能
を
担
う
と
と
も

に
整
容
面
で
も
そ
の
個
人
の

ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
に
大
き

く
影
響
す
る
重
要
な
器
官
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
ま
た
、
全
身
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

に
も
直
結
す
る
部
分
で
あ

り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
、
こ
の
部
分
に
生
じ
た

悪
性
腫
瘍
に
は
様
々
な
点
を

考
慮
し
た
治
療
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
特
に
進
行
口

腔
癌
の
治
療
に
お
い
て
は
、

以
前
に
比
較
し
て
新
規
治
療

薬
の
出
現
や
手
術
療
法
、
再

建
法
の
進
歩
な
ど
様
々
な
発

展
が
見
ら
れ
、
確
実
な
進
歩

　

わ
が
国
に
お
け
る
口
腔
癌

の
罹
患
者
数
は
人
口
の
高
齢

化
と
と
も
に
増
加
し
、
咽
頭

癌
と
合
わ
せ
た
口
腔
・
咽
頭

癌
の
罹
患
者
数
は
年
間
２
３

６
７
１
人
（
２
０
１
９
年
）

で
あ
り
、
人
口
10
万
人
あ
た

り
の
死
亡
率
は
６
・
３
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
５
年

相
対
生
存
率
は
63
・

５
％

（
２
０
０
９
〜
２
０
１
１

年
）
と
以
前
よ
り
確
実
な
上

昇
が
見
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
口
腔

顎
顔
面
領
域
は
、
咀
嚼
や
嚥

下
、
呼
吸
、
構
音
な
ど
の
基

訂
正 

５
日
付
３
面
の
「
選
出
さ
れ
た
役
員
」
で
「
伊
津
道
弘
」
先
生
は

「
伊
津
進
弘
」
先
生
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

働きやすい環境を
女性歯科医師アンケート報告を受けて女性歯科医師アンケート報告を受けて

（女医の会世話人　玉川尚美）

　

ま
た
昨
年
12
月
16
日
に

安
保
３
文
書
を
国
会
審
議

せ
ず
閉
会
後
に
与
党
協
議

だ
け
で
閣
議
決
定
を
強
行

し
た
。
こ
の
国
に
民
主
主

義
は
な
い
の
か
？
何
の
た

め
に
憲
法
が
あ
る
の
か
？

　

米
誌
「
タ
イ
ム
」
電
子

版
は
岸
田
氏
が
、「
長
年

の
平
和
主
義
を
捨
て
去

り
、
自
国
を
真
の
軍
事
大

国
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
」
と
紹
介
。「
専
守

防
衛
」
を
踏
み
に
じ
り
他

国
を
全
面
攻
撃
で
き
る
憲

　

岸
田
政
権
は
何
を
考
え

て
い
る
の
か
？
広
島
で
開

催
さ
れ
た
先
の
Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
で
岸
田
氏
は
、「
我

々
の
安
全
保
障
政
策
は
核

兵
器
を
、
そ
れ
が
存
在
す

る
限
り
に
お
い
て
、
防
衛

目
的
の
た
め
に
役
割
を
果

た
し
、
侵
略
を
抑
止
し
、

並
び
に
戦
争
及
び
威
圧
を

防
止
す
べ
き
と
の
理
解
に

も
と
づ
い
て
い
る
」
と
発

言
し
た
。
核
兵
器
を
肯
定

し
て
い
る
よ
う
だ
。
世
界

唯
一
の
被
爆
国
な
の
に
！

法
違
反
の
戦
力
に
さ
せ
る

つ
も
り
か
！
こ
れ
に
同
調

し
て
い
る
の
が
日
本
維
新

の
会
で
あ
る
。
元
内
閣
法

制
局
長
官
も
憲
法
９
条
が

姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る

と
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

　

沖
縄
・
与
那
国
島
で
は

公
道
を
機
動
戦
闘
車
が
走

行
し
て
い
る
。
ま
た
全
国

に
「
継
戦
能
力
」
確
保
の

た
め
１
３
０
棟
の
弾
薬
庫

増
設
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
！
こ
ん
な
所
に
ミ
サ

イ
ル
を
射
た
れ
た
ら
ど
う

な
る
か
？
ま
た
原
発
に
ミ

サ
イ
ル
を
射
た
れ
た
ら
ど

う
な
る
か
分
か
っ
て
い
る

の
か
？
福
島
原
発
事
故
以

降
12
年
経
っ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
帰
還
で
き
て
い

な
い
福
島
県
民
も
い
る
。

　

５
年
で
防
衛
費
を
43
兆

円
に
す
る
と
言
う
が
、
こ

れ
を
少
子
化
対
策
や
社
会

保
障
に
回
せ
ば
ど
れ
だ
け

有
意
義
か
？
明
治
や
昭
和

の
初
期
に
戻
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
43
兆
円
を
国
民
が

払
う
な
ら
ま
ず
議
員
の
年

俸
を
５
０
０
万
円
に
し
て

政
党
助
成
金
を
す
べ
て
防

衛
費
に
回
せ
ば
い
い
。
そ

う
思
う
の
だ
が
今
の
自
民

党
に
は
故
安
倍
、
岸
田
氏

に
意
見
で
き
る
人
は
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
？

政
党
助
成
金
を
ま
わ
せ
ば
い
い

Ｔ
（
匿
名
希
望
）


